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予防医療において、健康→未病→⽣活習慣病/前がん病変→致死性病変の各ステージの移⾏
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⼤きな検査値異常
→ワンポイントの検査だけで⼗分
→病態⽣理の解明が可能であり重要

微細な検査値異常
→データのゆらぎ
→ウェアラブルデバイスによる持続的な
検査が必要
→従来の病態⽣理解明アプローチは困難

これまでの概念

疾患と細胞外基質の関係
→線維化は疾患のなれの果て
＝結果に過ぎない

新しい概念

細胞外基質がエピゲノムを介して
細胞分化方向を規定
⇒線維化による細胞外環境変化が
疾患の原因

機械学習を用いたデータ駆動型研究
食・行動→遺伝的老化→データのゆらぎ
の流れを網羅的に解明

→行動変容につなげる
→老化遅延
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肥満の機序解明

⾏動変容による⽼化遅延

⼤動脈解離の発症機序解明
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『未病→⽣活習慣病→致死性疾患』の移⾏を予防する新規アプローチの開発：
エピゲノム調節を介した⽼化とそれに伴う細胞外器質変容

に着⽬した3つの研究
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を予防する新規アプローチを開発することが求められています。 
未病→⽣活習慣病→致死性病変のステージ移⾏においては、検査値異常が顕在化し病態⽣
理解明がしやすいことから、私達は、この全ステージの共通項として組織リモデリング、つ
まり細胞外器質変容に着⽬して、線維化は疾患のなれの果てであり結果に過ぎないという
従来の概念から、細胞外器質⾃体がエピゲノムを介して細胞分化能を規定し組織機能を決
定している、つまり線維化による細胞外環境変化が疾患の原因である、という新しい概念の
もと細胞やマウスを使って基礎研究を⾏っています。未病→⽣活習慣病移⾏として肥満の
機序解明を、また⽣活習慣病→致死性疾患移⾏として⼤動脈解離の発症機序解明を研究し
ています。 
⼀⽅、健康→未病のステージ移⾏では、検査値異常は微細でデータのゆらぎが⾒られ、従来
の病態⽣理解明アプローチは困難であることから、私達はウェアラブルデバイスを活⽤し
た持続的な検査値取得解析が必要と考え、機械学習を活⽤したデータ駆動型臨床研究を⾏
っています。⾷・⾏動から遺伝的⽼化が引き起こされ、それがデータのゆらぎとして表出す
る流れを網羅的に解析することで、⾏動変容につなげられる新たなアプローチを開発し、⽼
化遅延を⽬指しています。 
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